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十
月
三
十
一
日

投
開
票
の
総
選
挙

で
市
民
連
合
と
野

党
四
党
（
立
民
、

共
産
、
社
民
、
れ

い
わ
）
が
二
十
項
目
の
共
通

政
策
に
合
意
、
政
治
の
転
換

を
訴
え
、
二
百
十
四
の
小
選

挙
区
で
候
補
一
本
化
を
図
り

六
十
二
議
席
を
得
ま
し
た
▼

自
民
党
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
で

国
民
の
怒
り
を
浴
び
た
前
政

権
を
引
き
継
ぐ
岸
田
文
雄
新

首
相
の
下
で
選
挙
を
闘
っ
た

結
果
、
公
示
前
よ
り
十
五
議

席
減
の
二
百
六
十
一
議
席
と

な
り
、
小
選
挙
区
で
甘
利
明

幹
事
長
、
若
宮
健
嗣
万
博
担

当
相
、石
原
伸
晃
元
幹
事
長
、

平
井
卓
也
前
デ
ジ
タ
ル
相
ら

が
野
党
統
一
候
補
に
敗
れ
ま

し
た
。
党
の
要
職
で
あ
る
幹

事
長
が
小
選
挙
区
の
議
席
を

失
っ
た
の
は
初
め
て
で
、
甘

利
氏
は
幹
事
長
辞
任
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
▼
立
憲
民
主

党
と
共
産
党
は
比
例
の
議
席

を
減
ら
し
ま
し
た
が
、
立
民

は
比
例
の
得
票
数
・
得
票
率

で
前
回
を
下
回
っ
て
は
お
ら

ず
、
野
党
共
闘
は
候
補
一
本

化
し
た
二
百
十
四
の
小
選
挙

区
の
う
ち
六
十
二
で
競
り
勝

ち
、
敗
れ
て
も
あ
と
一
歩
ま

で
迫
っ
た
候
補
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
自
民
候
補
が
野

党
統
一
候
補
に
僅
差
（
約

五
千
票
）
で
勝
っ
た
選
挙
区

は
十
六
。
一
万
票
未
満
の
差

だ
っ
た
選
挙
区
も
含
め
る
と

三
十
二
あ
り
ま
し
た
▼
一

方
で
改
憲
勢
力
は
衆
院
で

三
百
三
十
四
議
席
。
改
憲
発

議
に
必
要
な
三
百
十
議
席
を

上
回
っ
た
ま
ま
で
、
四
十
一

議
席
を
得
た
維
新
の
会
も
改

憲
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま

す
。

（
Ｋ
）

身
近
な
組
合
未
加
入
者
の
紹
介
を

　

仲
間
を
増
や
す
秋
の
組
織
拡
大
月
間
は
11
月
５
日
で
終
了

し
ま
し
た
が
＝
成
果
は
左
表
参
照
＝
、
身
近
に
高
額
な
市
町

村
国
民
保
険
料
、
税
金
申
告
や
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
組
合
未
加
入
の
建
設
労
働
者
の
方
が
い
た
ら
、
ひ
き

つ
づ
き
支
部
ま
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提
供

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

イ
ン)

」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労ＬＩＮＥ

秋の拡大月間成果
（11 月５日時点の集計）
支部 目標数 成果 達成率（％）
西成 9 3 33.3

東住吉平野 23 5 21.7
住吉 13 5 38.5
港 9 2 22.2

城東鶴見 15 1 6.7
東成 4 1 25.0
生野 9 2 22.2
福島 5 2 40.0
都島 10 1 10.0
東淀川 14 3 21.4
西淀川 4 1 25.0
守口 20 3 15.0
池田 5 3 60.0
吹田 15 0 0
豊中 12 0 0
茨木 12 4 33.3
門真 32 7 21.9
寝屋川 37 6 16.2
大東 22 9 40.9
堺 142 38 26.8
貝塚 10 5 50.0
岸和田 28 18 64.3
松原 10 5 50.0
泉佐野 13 3 23.1
羽曳野 5 5 100.0
富田林 8 3 37.5
合計 486 135 27.8

 

伊
佐
衆
院
議
員
に
要
請

      

前
向
き
姿
勢
に
励
ま
す
言
葉

　

国
保
組
合
予
算
確
保
の
国

会
議
員
要
請
の
取
り
組
み
で

門
真
・
守
口
・
城
東
鶴
見
支

部
合
同
で
伊
佐
進
一
衆
院
議

員
本
人
に
面
会
し
ま
し
た
。

　

要
請
に
つ
い
て
真
剣
に
聴

い
て
く
れ
、
建
設
業
の
近
況

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
、
材
料
不

足
や
値
上
げ
、
賃
金
な
ど
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
出
て
い
る
が
、

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
励
ま

し
も
。

　

本
日
東
京
に
行
き
、
国
会

審
議
を
行
な
う
の
で
要
請
ど

お
り
話
を
通
す
よ
う
が
ん
ば

っ
て
く
る
と
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
、
ま
た
景
気
回
復
を

視
野
に
入
れ
賃
金
を
上
げ
て

若
者
に
建
設
業
界
を
盛
り
上

げ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
高

齢
化
問
題
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
話
す
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

命
綱
建
設
国
保
予
算
確
保
向
け

十
一
月
十
九
日
（
日
）

エ
ル
・
お
お
さ
か
で
税
金
活

動
者
会
議
を
行
な
い
、
支
部

税
金
チ
ュ
ー
タ
ー
ら
八
十
八

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

習
熟
度
別
の
三
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
ま
ず
税
制
改
正

点
に
つ
い
て
説
明
が
。
二
三

年
十
月
か
ら
始
ま
る
予
定
の

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
内

容
に
つ
い
て
も
解
説
を
受
け

ま
し
た
。

続
い
て
各
教
室
ご
と
に

記
帳
の
仕
方
、
所
得
と
青
色

申
告
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
所
得
お
よ
び
消
費
税
の

計
算
・
確
定
申
告
書
の
作
成

な
ど
例
題
を
通
じ
て
学
習
し

ま
し
た
。

と
き　

12
月
22
日
（
水
）

　
　
　

１
時
半
～

場
所　

大
建
労
本
部

　
　
（
地
下
鉄
大
国
町
下
車
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

本
部
税
金
対
策
部
ま
で

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

年
末
調
整
記
入
会

12
月
22
日
（
水
）

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
学
ぶ

      

申
告
前
に
税
金
活
動
者
会
議

　

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
資
料
に
よ
る

と
、
二
〇
二
〇
年
の
日
本
の

年
間
平
均
賃
金
は
四
二
三
・

六
万
円
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

三
十
五
カ
国
中
二
十
二
位
。

一
位
、
米
国
の
七
六
三･

三

万
円
に
三
百
四
十
万
円
近
く

差
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
平
均
賃

金
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
以
前
の

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
鈍
化
傾
向

に
あ
り
、
〇
七
～
二
〇
年

は
〇･

七
％
と
な
り
ま
し
た

が
、
日
本
は
〇
％
と
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
世
界
第
三
位
の
国
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
低
迷
し
て
い
ま

す
。

　

欧
米
諸
国
の
最
低
賃
金
は

今
や
時
給
千
五
百
円
レ
ベ

ル
。
日
本
は
二
〇
二
一
年
十

月
、
全
国
加
重
平
均
で
九
百

二
円
か
ら
九
百
三
十
円
に

や
っ
と
上
が
っ
た
と
こ
ろ
。

千
円
超
は
東
京
都
と
神
奈
川

県
の
み
で
す
。

　

赤
字
経
営
で
利
益
が
計
上

さ
れ
な
い
法
人
で
、
利
益
に

か
か
る
法
人
税
を
納
め
る
必

要
が
な
い
法
人
を
欠
損
法
人

と
い
い
ま
す
が
、
国
税
庁
の

二
〇
一
九
年
度
分
の
「
会
社

標
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
二

五
十
七
社
（
六
一
・
六
％
）

で
、
法
人
税
が
減
税
さ
れ
て

も
恩
恵
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
本
金
規
模
別
で
見
る

百
七
十
四
万

五
千
四
百
三

十
七
者
の
う

ち
、
欠
損
法

人
は
百
六
十

九
万
千
三
百

と
、
欠
損
法
人
は
小
規
模
ほ

ど
多
く
、
資
本
金
一
千
万
円

以
下
で
は
二
百
三
十
七
万
八

千
五
百
七
十
四
社
の
う
ち
六

三
・
七
％
の
百
五
十
一
万
五

千
六
百
三
十
八
社
が
欠
損
法

人
で
、
法
人
税
を
納
め
て
い

る
の
は
三
六
・
三
％
。

　

賃
上
げ
支
援
は
法
人
税
減

税
で
は
な
く
、
社
会
保
険
料

の
事
業
主
負
担
の
軽
減
な
ど

が
有
効
で
あ
り
、
中
小
企
業

へ
の
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

 
安
す
ぎ
る
ぞ
日
本
の
賃
金
水
準

    

中
小
企
業
支
援
で
引
き
上
げ
実
現
を

OECD諸国の平均賃金

伊佐議員（左２人目）に要請する左から
城東鶴見、守口、門真支部役員

申告実務を学ぶ
（税金活動者会議）
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

全
建
総
連
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
技

能
者
登
録
推
進
、
見
え
る
化

評
価
推
進
支
援
と
し
て
申
請

料
の
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

ぜ
ひ
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

未
加
入
の
方
も
組
合
に
加

入
す
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
加
入
対
象
者
へ
の
声

か
け
に
も
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

・
技
能
者
登
録
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

対
象
期
間　

十
月
～
十
二
月

対
象
者　

四
月
の
料
金
改
定

が
あ
っ
て
か
ら
詳
細
型
で
技

能
者
登
録
を
し
た
組
合
員
の

方
。
払
込
証
明
書
が
必
要
で

す
。

支
援
金
額　

一
人
当
た
り

四
千
九
百
円
（
申
請
時
六
十

歳
以
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
請
の
場
合
四
千
四
百

円
）
。
先
着
二
百
人

・
見
え
る
化
評
価
推
進
支
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

対
象
期
間　

八
月
～
三
月

対
象
者　

見
え
る
化
評
価
を

受
け
た
組
合
員

対
象
職
種　

国
土
交
通
大
臣

の
認
定
を
受
け
た
見
え
る
化

評
価
基
準
の
全
職
種
。
す
で

に
大
臣
認
定
を
受
け
て
い
る

六
職
種
に
加
え
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
に
新
た
に
認

定
さ
れ
申
請
受
付
が
開
始
さ

れ
た
職
種
も
対
象

支
援
金
額　

上
限
一
万
一
千

円

 
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

      
費
用
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

　
【
門
真
・
舩
津
丸
ミ
ツ
エ
・

主
婦
の
会
】
十
一
月
六
日(

土)

本
部
主
婦
の
会
秋
の
健

康
教
室
に
十
六
人
が
参
加
、

阪
神
尼
崎
駅
北
出
口
に
十
時

三
十
分
に
集
合
し
尼
崎
城
に

向
か
い
ま
し
た
。

　

再
建
さ
れ
て
二
年
半
、
平

成
最
後
の
城
と
い
わ
れ
、
そ

の
外
観
は
高
さ
約
二
十
四
㍍

の
四
重
天
主
と
二
重
の
櫓
を

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で

再
現
し
て
い
ま
す
。

　

城
中
に
入
り
、
ガ
イ
ド
さ

ん
の
案
内
で
天
守
閣
か
ら
の

景
色
を
見
な
が
ら
モ
ニ
タ
ー

で
昔
の
よ
う
す
な
ど
の
説
明

を
聴
い
た
り
、
別
の
階
で
は

着
物
を
羽
織
っ
た
り
刀
や
銃

の
疑
似
体
験
。

シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
で
は

大
阪
夏
の
陣
後
、
江
戸
幕
府

が
大
名
の
戸
田
氏
鉄
に
築
造

さ
せ
、
大
阪
城
の
西
の
守
り

と
し
、甲
子
園
球
場
の
約
三
・

五
倍
の
規
模
で
完
成
と
同
時

に
城
下
町
も
整
備
さ
れ
た
当

時
の
Ｃ
Ｇ
化
映
像
を
観
て
、

尼
崎
城
の
今
と
昔
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
も
コ
ロ
ナ
禍
で
他

支
部
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
食
事
す
る
こ
と
が
で
き

ず
残
念
で
し
た
が
、
久
し
ぶ

り
に
み
な
さ
ん
と
会
え
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合
本

部
は
12
月
28
日
（
火
）
が

御
用
納
め
と
な
り
、
新
年

は
２
０
２
２
年
１
月
５
日

（
水
）
が
初
出
、
６
日

（
木
）
か
ら
の
平
常
業
務
と

な
り
ま
す
。

　

所
属
支
部
の
営
業
日
に
つ

き
ま
し
て
は
直
接
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

 

歴
史
学
び
コ
ス
プ
レ
楽
し
む

  

尼
崎
城
で
秋
の
健
康
教
室
主婦の会

 

建
退
共
制
度
が
改
定
に

          

掛
金
日
額
と
運
用
利
回
り
が

　

二
〇
二
一
年
十
月
一
日
か

ら
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

（
建
退
共
）の
運
用
利
回
り
が

現
行
の
三
％
か
ら
一
・
三
％

に
変
更
と
な
り
、掛
金
日
額

（
証
紙
）に
つ
い
て
も
、現
行

の
三
百
十
円
か
ら
、三
百
二

十
円
へ
十
円
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
来
制
度
見
直
し
　

運
用
利
回
り
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
建
退
共
に
加
入
し
て

　

建
退
共
の
掛
金
日
額
の
引

き
上
げ
に
伴
う
退
職
金
額
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
も
、

通
常
運
用
利
回
り
が
見
直
し

さ
れ
る
五
年
間
で
比
較
す
る

と
、掛
金
十
円
の
引
き
上
げ

で
、年
間
で
二
千
五
百
二
十

円
の
掛
金
負
担
増
と
な
り
ま

す
が
、退
職
金
額
も
引
き
上

げ
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

の
検
討
が
続
け
ら
れ
て
き
た

こ
と
に
対
し
、全
建
総
連
は

制
度
内
容
の
大
幅
な
後
退
は

認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
て

き
ま
し
た
が
、長
く
続
く
超

低
金
利
や
建
退
共
全
体
の
運

営
状
況
を
受
け
こ
の
変
更
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

い
る
方
が
こ
れ
ま
で
積
み
立

て
て
き
た
掛
金
へ
の
運
用

利
回
り
は
、過
去
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
引
き
下
げ
は
さ
れ
ま

せ
ん
。積
み
立
て
中
の
掛
金

は
、そ
の
期
間
中
の
運
用
利

回
り
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

 

年
内
は
28
日（
火
）ま
で

 　
新
年
は
５
日（
水
）が
初
出
に
本　部

着
物
姿
で
お
ひ
め
さ
ま
気
分
に

城をバックに記念撮影


